
むむむ。 
しぜんいく 

五感で感じ 
一生懸命遊ぼう 



● むむむ。しぜんいく方針　　 

むむむ。では、より多くの人に尾鷲の自然の中で生き抜く力を学んでいただきたい 
むむむが起点・終点となって、学びを継いでいく仕組みを作る 
 
①普段参加できない大人＋子どもへの機会提供 
　日本財団の運営費で安価に参加いただくことで、親の経験値を増やす 
　 
②若手の育成 
　学び方、伝え方を森田さんから学ぶ場とする 
　日々の活動や、次回のおわせいくのイベントでライトにトライしてみる 
　教える人も主役となって参加できる場としていく 
　市内の先生にも参加いただく回を設定したい 
 
効果を最大限生かせるよう、PDCAを繰り返す 

2023.4 



● むむむ。×  しぜんいく　目指すゴールとステップ　 

むむむ。では、より多くの人に関わってもらう機会提供の場とする 
 
||参加者|| 
・むむむ。いくに参加することがきっかけになって、自分で自然の中に入れる最低限の知識を学ぶことをゴールと設定 
　対象は、尾鷲市内の親子、子、尾鷲市外在住の親子 
　特に、おわせいくを体験したことない親世代をコアターゲットにし、自然からの学びとは？を考える機会を創生 
||担い手育成|| 
・継続的にむむむ。いくに関わる中で、自らも伝える立場になり、経験値を積み、 
　一人立ちできる(むむむ。でプログラムを企画〜運営)ことをゴールと設定 
 

2023  2024  2025 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾄﾗｲ＆ｴﾗ  ー ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ成熟期間  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ外販 

・親⇆子でも学び合う  
　おわせいくプログラムを作る  
　1回当たりの濃度、1人/親子で 

・担い手育成のために必要な  
　期間などの見極め  
・海、川、山 
　まんべんなく 

・2023の振り返り折込み  
・1回のプログラムの吸収量を  
　上げるための工夫の折り込み  
　ペアの組み方(子ども同士)、時間配分、 

　  領域拡大 

・可能な範囲の効率化  
　日常のむむむ。と連動  
・森田さんは、見守る側  

・ここで育った担い手が  
　市外の担い手希望者と共に  
　プログラムを更に昇華  
・小山ハウスの出先機関に　  

2023.4 



7月 デンガラの滝



←募集用ビラ



振り返り①

・目的：・尾鷲が育んできた豊かな自然に親子で触れ合う機会を創出し、自然を五感で感じ、リラックスするなど良さを知る
　　　　　>水中の動植物の観察をしてみよう、ライフジャケットをつけて水の中に入ったり、できる子は飛び込んでみたり、水を全身で感じよう
　　　　　>川の水でむむむ。のある向井のやさいをひやして食べてみよう
　　　　・危険予知について初歩的な知識を体得し、今後も自然に触れ合う機会を自ら作りながら、どんな環境でも生き抜く力を身につける
　　　　　第一歩とする 
　　　　・≪むむむ。ポイント≫ゴープロを取り付けて水の中の様子を記録に残そう、レポーターになってみよう→別途動画にして展開予定

・実績：9:45　むむむ。出発→14:00むむむ。到着
　　　　　デンガラの滝到着後、ライフジャケット、ヘルメットを着用し、散策スタート。窪みの部分で岩から飛び込んだり、
　　　　　道中の動植物を観察しながら滝壷へ。到着後は水鉄砲で遊んだり、滝にうたれたり、それぞれで思い思いに過ごす。
　　　　　軽食として、冷やした向井の野菜を入れたホットサンドを自分で作って食べた後、荷物を撤収しながら元の道を戻る。
　　　　　
　　　　参加者：15名(子ども8、保護者7)
　　　　同行スタッフ：(有)ドーモ　森田さん、
　　　　　　　　　　　濱野さん
　　　　　　　　　　　(一社)つちからみのれ　日向、宮崎

・プレス：中日新聞、ZTV
・天候：曇り



振り返り②　参加者アンケート (回答率70%)

Q1.保護者の満足度

Q2.保護者の活動量

Q3.保護者の体験値でよかったこと

Q4.子どもの満足度

Q5.子どもの活動量

子どもがややきつい状況でも
保護者がカバーし切れる
活動量だった

Q6.子どもの体験値でよかったこと

全員が非常に満足と回答

ライフジャケットを着るのは、
よい経験になったと回答(後述)

一人目 二人目



振り返り③　参加者アンケート記述結果

保護者の学び、よかった点

子どもの生声

普段の生活では体験できない
自然の中だからこそ、得られたことがあった。

恐怖を乗り越える、体の使い方など

また、その際にこの規模感だからできる
寄り添いができたこともよかった。

楽しい思い出ができたという感想だが
そこから、水（滝）がどういうものかを
体得できていた。



振り返り④　参加者アンケート　ライフジャケットについて

川や海で遊ぶ時、保護者の方はライフジャケットを着用するか？

川や海で遊ぶ時、お子様はライフジャケットを着用するか？

保護者の着用率は 0％
（ただし、ライフジャケットの良さは体感できている）

子どもについては、
着用しない
＝持っていない or持っているが着用しない

ライフジャケットの保有有無はわからないが、
今回をきっかけに毎回着用するとなれば幸い
（その点までアンケートで確認できると
　よかったです。スミマセン）



振り返り⑤　参加者アンケート　

遊び方や場所を教えて欲しいという情報に関して

やはり親が知らないので連れていけないという
ところが見受けられる。

むむむ。からの情報発信方法を検討していく。
むむむ。ならではのコンテンツとしたい。

それ以外でも
どういう形でサポートできると良いのか
次回以降、もう少し突っ込んだ聞き方をしてみたい。

今後も自然の中にいく機会をもちたいか

今後家族で自然体験する際に欲しい情報



振り返り⑥　参加者アンケートからの運営振り返り　

LINEでの連絡のタイミング、内容について

早めの発信を心がけます！

運営面での改善点

むむむ。に戻った後で
むむむ。でしかやれないことをやる
もしくは
参加者の体調を考慮し、現地解散も検討



中日新聞掲載記事 紀勢新聞掲載記事



9月  ゆらゆらたい　



アンケート回答ページ：https://forms.gle/6nCEkufQJGUcMkKK8
編集ページ：https://docs.google.com/forms/d/1Mz_2vNimbNzbRbjkPIS7CvsIIu_74p-OGnT-3PfOpBU/edit

本日は、知ってる？海と川の境目
イベントに参加いただきありがとうございました。

天候による開催可否の連絡や直前の持ち物連絡など毎度バタバタと申し訳ありません。

今日、皆様が無事にイベントを終えてご家庭で今日の様子をまた思い出してもらえたら幸いです。

また、毎度のお願いで恐縮ですが、次回のイベントに活かすために、アンケートの回答をお願いしたく。
締切：9/12(火)
https://forms.gle/6nCEkufQJGUcMkKK8

回答可能な範囲で構いませんので手間をかけない範囲で対応いただければ幸いです。

次回のイベントは11/11(土)を予定しております！日常のむむむ。や次回のイベントもまたよろしくお願いいたします。

←募集用ビラ



振り返り①　全体概要

・目的：①ゆらゆらたいを五感で感じる：境目をみる、味わう、感じる（冷たさが違う）
　　　　②生物調査：生物を大切に捕獲し(シュノーケルフィッシング)、生物についてBiomeなどを用いながら調べてみる(正誤は問わない)
　　　　　→最後にオリジナル図鑑にできないか？　

　　　　・危険予知について初歩的な知識を体得し、今後も自然に触れ合う機会を自ら作りながら、どんな環境でも生き抜く力を身につける
　　　　　第一歩とする

・実績：9:30　むむむ。集合→9:45　むむむ。出発→14:10むむむ。到着→14:25　解散
　　　　　むむむ。到着した人から、ウェットスーツ途中までを着用。全員集合後、ブリーフィングを行い矢ノ川へ。到着後、ウェットスーツ、
　　　　　ライフジャケットを着用し水の中へ。海に向かって流され、歩きながらゆらゆらたいを体験。その後、スタート地点のベースに戻り
　　　　　ホットドックを作って食べた後、生き物の探索＆捕獲を行い、最後に同定を行った。　　　　　
　　　　参加者：12名(子ども7、保護者5)
　　　　同行スタッフ：(有)ドーモ　　　森田さん
　　　　　　　　　　　ボランティア　  濱野さん、濱口さん、吉田さん
　　　　　　　　　　　(一社)つちからみのれ　宮崎

・プレス：南海日日
・天候：晴れ



振り返り②　参加者アンケート (回答率 100%)

Q1.保護者の満足度

Q2.保護者の活動量

Q3.保護者の体験値でよかったこと

Q4.子どもの満足度

Q5.子どもの活動量
日頃動いていない大人には
無理させたくないが、
2割がややきついと言う結果。
事前に、運動量をお伝えし、
心構え、事前準備をお願いをする。

Q6.子どもの体験値でよかったこと

満足〜非常に満足で
100%

アトラクションが保護者にも子どもにもヒット！

一人目 二人目



振り返り③　参加者アンケート　学び、生声

保護者の学び、よかった点

子どもの生声

子どもと一緒に安心して
自然を感じられることが
良い体験につながっている。

ゆらゆらたいについて感じ学べたこと、
生き物の採取〜調査まで一貫でできたこと。
企画意図通りに楽しんでもらえている。



振り返り④　参加者アンケート　ライフジャケットについて

川や海で遊ぶ時、保護者の方はライフジャケットを着用するか？

川や海で遊ぶ時、お子様はライフジャケットを着用するか？

保護者の着用率は 20％（前回は0％だった）
子どもについては、毎回着用が 20%

記述回答の通り、ライフジャケット着用への意識は
上がっている。



振り返り⑤　参加者アンケート　今後も継続したいか　

先月は、遊ぶ場所、遊び方を教えて欲しいという記述が
数件あった。
引き続き、むむむ。でもむむむ。とおわせいくの発信時に
場所などの情報は付与していく。

今後も自然の中にいく機会をもちたいか

今後家族で自然体験する際に欲しい情報

次回森イベントでのリクエスト

←参考にしつつ
  また企画を相談させてください



振り返り⑥　参加者アンケートからの運営振り返り　

LINEでの連絡のタイミング、内容について

運営面での改善点

前回の振り返りを生かし、
発信タイミングをはやめた。

←むむむ。とおわせいくの発信と魚料理のイベントの発信は同じメールの中で実施しているので、
  見落としかと思われます・・・

多様性あるスタッフでの良い点

スタッフと参加者の関わりに関して改善やリクエスト

スープの声かけ、もっとすればよかったです (笑)

あだ名で呼ぶのはみんながリラックスできて良い。
＞次回も継続する！
焦らせない、見守るというスタンスは、今後も崩さずに
やっていく。
また、接し方の勉強と言う観点でも非常によかった。
ゆうにぃ、ありがとうございました！！！

荷物は最低限になるようお願いすべきだった。
荷物が多いので手伝うというのは違うのかな？？と
思ってます。



南海日日新聞掲載記事



11月  にこにこ公園　



←募集用ビラ



振り返り①　全体概要

<目的>　

①親子でアウトドアで基礎になるロープワークを遊びながら学ぶ

　>当日の動画を共有し、定着させる、ロープを家に持って帰ってもらう(6mm×1.5m)
　>ロープワークのアレンジ案：荷物/人を引き上げる(チェストハーネス、シットハーネス )、捻挫の時の対応

②親子で自然の中で生き抜くための知恵に触れる

　>防災の観点（身近にあるもの）

　　味わう：α米、保温したお湯で飲むスープ(容器によって温度がどう変わるか)　
　　創る：防災ハンモック(スクリーン付)、スラックライン＋ブルーシート、ツェルトー組み立てる　　

　　触る：蓄電池を触ってみる（ランタン、携帯充電）

　

<実績工程>9:30むむむ。集合：つなぎ着る、お湯を容器に入れる(バーナー/蓄電池＆瞬間湯沸かし器)→10:00 駐車場へ移動→10:30歩いてにこにこ公園へ

　　　→11:00　公園着→11:00　スラックライン〜ロープワーク→お湯をセット→ツエルトー体験→12:30　軽食→13:00　リラックスタイム

　　　→13:45　片付け開始→14:00  駐車場へ移動→14:30 むむむ。へ戻る→14:40　振り返り、つなぎ脱ぐ→14:50解散

<軽食>　＊アルファ米　いろんな種類(写真参照)＋缶パン

　　　　 ＊スープ

　　　　　

＜参加者＞：7名(子ども4、保護者3)
　　　　　　同行スタッフ：(有)ドーモ　　　森田さん
　　　　　　　　　　　　ボランティア　  濱野さん、吉田さん、岸田さん
　　　　　　　　　　　　(一社)つちからみのれ　日向、宮崎

・天候：晴れ

ロープ
(1人1本お土産)

α米
(1人1袋)

カップスープ
(1人1袋)

缶パン
(試食程度)



振り返り②　参加者アンケート (回答率 100%)

Q1.保護者の満足度

Q2.保護者の活動量

Q3.保護者の体験値でよかったこと

Q4.子どもの満足度

Q5.子どもの活動量

ちょっときついかと思ったが、
大人も子どももちょうど良い
運動量だった
(最後のハンモックが帳消し？)

Q6.子どもの体験値でよかったこと

満足〜非常に満足で
100%

親子ともにロープワーク、防災
食、ハンモック体験が高評価。

スラックラインは子ども全員が
よかったと回答
(さとちゃんもやれなかったけど良い
経験になった？！ )

一人目 二人目



振り返り③　参加者アンケート　学び、生声

保護者の学び、よかった点

子どもの生声

防災についてのきっかけ作りとなった。 自然の
中で親が子どもに教えられることに限界があ
り、このような機会は重要だと改めて認識。

一方で、子どもは純粋に山の中での遊びを楽
しんでいる。ロープワークも遊びとしてもう少し
刻まれていると良かったがそこまで響いてい
なかった。

今後も自宅で実践したいもの



振り返り④　参加者アンケート　継続性

先のアンケートにもあったように、
親自身も学びながら自然の中に入りたいと考えている

今後も自然の中にいく機会をもちたいか

今後家族で自然体験する際に欲しい情報

サバイバル術という言葉で想像していた期待値と
いい意味、悪い意味でギャップがあったか？

サバイバル
→過酷な体験
→便利なものを使うのは悪
というイメージは少なからずあった
と思われる



振り返り⑤　参加者アンケートからの運営振り返り　

多様性あるスタッフでの良い点

スタッフと参加者の関わりに関して改善やリクエスト

やはり高校生と小学生の相性はよい。
記載いただいているように、同年代だけだと
ここまで子どもをフォローできていなかった。


